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関川文書の概要

関川文書は石岡市域南端に位置する井関・石川地区に

関する文書群です。近世から近代にかけての井関村、石

川村、そして市町村制施行後の関川村で収集・作成され

た 点の文書で構成されています。最も古い文書は

寛永 年（ ）の検地水帳で、水戸藩最初の全領検地

で作成されたものが井関村・石川村ともに残ります。反

対に最新の文書は昭和 年（ ）の旧関川村役場事績

簿です。文書が 年以上にわたり蓄積されていますが、

その中でも寛政期 ～ から明治 年代 ～

までの文書が特に多く、近世後期から近代への変化

の時期がわかる良好な史料群です。

年貢割付状とは

年貢割付状は、領主から各領地へ発給される、その年

の年貢や諸負担を通知する文書です。「年貢可納取付」や

「年貢免状」、「下札」など様々な名称が使われます。全

国的に非常に多く、まとまって残るため、珍しさはあま

りありません。しかしながら、近世の地域や年貢制度を

知る上では検地帳などと並び最も基本的な史料の一つで

あり、その重要さは第一級です。

年貢割付状の特徴は定点性と保存の良さがあります。

この特徴から、村高や引高、年貢率といった近世村落の

状態を示す基本的な数値の変動や、様式の変化に現れる

支配体制の変更などについて、細かな時期を分析するこ

とができます。

各地の自治体史において年貢割付状の分析はみられま

すが、『石岡市史下巻』でも関川文書中の石川村分年貢割

付状を用いて村高や引高、年貢率などの時期的変化が示

されています。これにより、各時期における石川村の状

況、災害の発生や水戸藩の支配体制変更の影響、農村荒

廃現象の推移などが明らかにされています。

井関村年貢割付状の基礎分析

今回は関川文書に含まれる２村の内、特に井関村の年

貢割付状について分析しました。その理由は、石川村に

ついてはすでに石岡市史において情報が整理されている

こと、また石川村と比べ井関村はより保存状態が良好な

ためです。石川村の年貢割付状は 点が残ります。対し

て井関村は 点が残るため、より欠落が少なく詳細な

分析が可能です。

年貢割付状から村高や年貢率、引高の変動などを基礎

資料として整理すると、その情報から耕作地拡大の様子

や天候不順等の発生状況、検地など藩政の影響などが読

み取れます。

村の拡大状況は、村高や新田高の変動を抽出すると明

確になります。村高の変化をみると、元禄７年 ま

では元禄元年 から２年 の減少を除き５年ご

とに増加しています。元禄７年以降は本田畑の増加は落

ち着きますが、新田畑の増加は継続します。

元禄７年までの新田畑の動きをみると、明暦２年

で、１石４斗４升７合で新畑が加わり、万治３年

及び元禄元年にそれぞれ増加しています。元禄２

年には新田が加わりますが、元禄７年に新畑が若干減少

しています。元禄７年以降は、元禄 年 に新田、

元禄 年 に新畑、正徳２年 に新田、享保

年 に新田、宝暦２年 に新田、宝暦３年

に新田、文化元年 に新田が増加しています。

こうした変化からは、井関村は利水工事などによる劇的

な耕作環境の向上はみられないものの、徐々にペースを

落としつつも 世紀に入るまで緩やかに耕作地の拡大

を継続していたことがわかります。

引高を参照すると、天候不順等の影響の大小を明らか

にできます。本田引高について時期別に区切ってみてみ

ましょう。

世紀に最大の引高が設定されているのは明暦元年

で、村高の約３分の１に当たる 石９斗５升４

合が引かれています。連続して 石を超える大規模な

引高が設定されるのは寛文８年 から９年 、

貞享２年 から元禄２年の２回で、他は５から

年ほどの間隔が空きます。このことから、貞享２年から

元禄２年にかけては例外的に影響が長期に渡りますが、

その他は単発的な不作で収束していることがわかります。

世紀に入ると 石を超える引高の頻度は２年から

最長で８年の間隔となり、 世紀と比較すると増加傾向

にあります。また、享保２年 、享保 年 、
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政４年 には 石を超える引高が設定されており、

特に後半へ向かい凶作が増えていることがわかります。

特に明和７年は主に水不足を要因として 石３斗８升

１合、翌８年も同じく水不足を主要因として 石６斗

４升１合の引高となっており、近世を通して井関村が最

も深刻な被害を受けた時期であることを示しています。

世紀に入ると一時的に減少する年もありますが、恒

常的に 石を超える引高が設定されるようになります。

この状態は天保 年 に検地によって解消されま

す。これは、引高の高さは突発的な天候不順によるもの

ばかりでなく、 世紀後半から度重なる凶作で増えた荒

廃地も影響していることを示しています。

年貢率の変動をみると、天保 年 までは本田が

４ツ台前半から５ツ台前半、本畑が一部の例外を除き３

ツ台後半から４ツ台前半、新田は１ツ台前半から２ツ台

前半、新畑は一部を除き２ツ台後半から３ツ台前半で推

移しています。天保 年以降はいずれも１ツ以上の大幅

な引き下げが行われていることから、水戸藩による年貢

改革の大きさがわかります。

本田の年貢率が５ツ台に突入する特に高年貢率の時期

を抽出すると、寛文元年 から延宝３年 にか

けてと、宝永３年 から享保 年 にかけての

２期が確認できます。これらの時期の背景を探ると、寛

文元年から延宝３年は徳川光圀の水戸藩主就任直後にあ

たり、笠原水道の設置や寺社改革、朱舜水の招へいなど

の事業が立て続けに開始する時期です。また、宝永３年

は水戸藩の改革のため松波勘十郎が登用され、運河開削

工事などが開始する時期です。これらの時期の年貢引高

をみてみると、引き上げ前に比べて特別に低い年の連続

などは確認できません。こうした点から、年貢率の引き

上げは水戸藩の事業実施を引き金としたものであり、村

落側の好不調による影響は軽微であったことを示してい

ます。

以上のように、年貢割付状を並べて読み解くことで、

近世の井関村を取り巻く様々な基本情報が得られます。

今後、この基本情報を元に、小物成や国役・郡役などそ

の他の諸負担を、また御用留帳などから村に伝えられた

種々の通達を肉付けすることで、さらに詳細な部分へ踏

み込むことができます。今後の研究深化の可能性を示し

てまとめとします。
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西暦(和暦) 
村高

(石.斗.升.合) 

1653(承応 2) 869.4.8.8

1673(延宝 1) 870.3.7.5

1678(延宝 6) 871.1.9.6

1683(天和 3) 871.3.7.6

1688(元禄 1) 872.4.9.3

1689(元禄 2) 872.3.1.6

1694(元禄 7) 872.7.6.9

1768(明和 5) 872.8.5.8

1843(天保 14) 999.7.7.4

1867(慶応 3) 1005.9.9.1

表１.井関村村高変化一覧

西暦(和暦) 
新田高

(石.斗.升.合) 

新畑高

(石.斗.升.合) 

1656(明暦 2) － 1.4.4.7

1660(万治 3) － 4.9.0.0

1688(元禄 1) － 8.9.6.7

1689(元禄 2) 0.8.5.4 7.2.5.9

1694(元禄 7) 0.8.5.4 6.8.0.6

1699(元禄 12) 1.1.6.2 6.8.0.6

1703(元禄 16) 1.1.6.2 11.6.4.7

1712(正徳 2) 1.9.7.8 11.6.4.7

1732(享保 17) 3.4.0.8 11.6.4.7

1752(宝暦 2) 3.8.8.9 11.6.4.7

1753(宝暦 3) 4.4.4.2 11.6.4.7

1804(文化 1) 6.1.3.1 11.6.4.7

1843(天保 14) 49.2.5.1 － 

表２.井関村新田畑高変化一覧

図１.井関村引高（当年荒れ）推移１
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図２.井関村引高（当年荒れ）推移２
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図３. 井関村引高（当年荒れ）推移３

図４.井関村年貢率推移１
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図５.井関村年貢率推移２


